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王００メー トル走
シー ト王
陵 上競技部 の学生危ち で、 王 ００メー トル走の前後で呼 吸と脈摘 淋 どのよう に変わる
か測 定 しよう、 という 藷になり 蒙した。 幸 い、 生 理学の 先生 に手伝っ てもらえ ることに
怠 り ま し 花百
夏 休みの 前、 ぷく鰭 れて気持ち の良い日 でし危。 グラウ ン ドの脇 の部屋に渕 定装置を
セ ッ ト し、 椅 子 に 坐 っ て ま
ず 運 動 前 の 安 静 状 態 で の 測 定 を し 蒙 し 花。 つ
ぎ に
、 １ ０ ０ メ
ー
トルを全カ 疾走して すぐ椅子 に坐り、 もう 一度測 定し裳 した。 気温 もだんだ ん高く なっ
てき危 ので、 走り終わると浮 郁どっと出てきます。 陸上都の友達３人淋測定し終わると、
先生カ汀 ご苦労さん。 の どが渇 い危？ これ欽 んで。」 と冷え花ス
赤 一ツ ドリ ンクをくだ
さいま した日 皆で ドリ ンク を欽 みな淋 ら、 先生の説明を 聞いてい危 ら、 練習 をしてル沈
先 輩 だ ち も 集 ま っ て き 漢 し だ。
図はその時の記録 です何
嚇 出が期祷される事項】
１） 運 動 （１ ０ ０ メ ー ト ル 走） に よ っ て ネ ル ギ ー 代 謝、 呼 吸、 循 環、 体
温 ・ 発 浮、 体
液にどのよう な変化 淋生じるカ岬
２） 運動後、 呼吸、 循環 淋元の状態 に戻っていくの は何故か？体 温上昇→発汗 → （体
液の変化） → のどの渇き （→ 欽水行 動） という一連の変化カミどのよう にして生じ
る か ？ （→ ホ メ 孝 ス タ シ ス、 フ ィ
ー ド パ ッ ク 翻 碑）
３） 運 動直後、 運動カミ終わ っだ にも関わらず脈猶や 呼吸の上 昇は意遺残って いるか？
（→ 酸素潜と酸 索隻債）
工率ル ギー代 謝の変化 淋出て こな いかも知れ蒙せん。 ヱネル ギー 代謝は 「Ｃ） も し余
裕 淋あ 抗 ばｊ になりま玄 ので無理する 必要はありまぜ ん。 まだ、
「の ど淋渇 いだ？」 か
ら 訂体液 にお ける 変化一 淋出て 来る とは限りません。 ギ体液にお ける変化」 淋出て こな
カ、っ 危 グ ル ー プ は、 適 当
な 段 階 で テ ユ ｝ タ が 関 与 し た 方 が よレ）で し ょ う。
ホ メ オ ス タ シ
ス （内部環境 の恒常燈） やフィ ー ドパック翻御の掘出 は難しいか も知扱塞せ ん竈 運動後
の記録で は次第に脈損や 呼吸淋 元に戻りつつあり、 そ の後恐 らく 運動前の安 静状態 に戻
る だろう ことがら、 ホメオスタシス （内部環 境の恒常性） を考 えさせる と良いで しょう。
あるい は、 体温調節の一 連の流 槻を考える と、 フィ ー ドパック繍徴 が膿やす いと恩 い裳
す。 酸素 倦と酸素藁債も
ｒｃ） も し余裕カミあ槻ば」 にあたります。
【その弛に抽 出さ槻うる事 項】
１） スポーツ ドリンク ー一 その成 扮は？運動のとき に飲むとよい のカ）？恋 ど回
一 …ｖ 一
